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１． 淡路島観光の現状・課題
（１）淡路島総合観光戦略中間チェック（3年目）

⼤阪・関⻄万博、AWAJI島博を終えて、現状の主要なポイントは以下の通り

◆関⻄以外からの誘客戦略は順調に推移、関⻄以外の宿泊者シェアの5年⽬KPIの
35%は達成⾒込み
・2019年24.6% 2024年30.7%
（うち、⾸都圏 7.3%） （うち、⾸都圏 9.8%） ※⾸都圏･･･東京都、神奈川県、千葉県、埼⽟県

◆インバウンドの実誘客に向けた基盤づくりは進捗
・島内観光事業者の意識改⾰が進み、インバウンド対応に⾮常に前向き
・インバウントを意識した体験型観光プログラムの開発（94個）
・東京を中⼼としたDMCとの⼈脈・関係作り等が⼤きく前進
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地域経済分析システム「REASAS」より計算

宿泊者の発地別比率
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○アフターコロナの淡路島の宿泊者数は、2024年は2019年⽐113％で好調に推移
○宿泊者の発地別では、近畿以外からの宿泊者割合が30.7％まで増加、淡路島観光戦略の⽬標（2027年35％）に向け順調に増加
○島内３市別では、淡路市が最も⾸都圏、中京圏からの⽐率が⾼いが、南あわじ市、洲本市でも増加

[洲本市]
2019年 2023年 2024年

[南あわじ市]
2019年 2023年 2024年

113％

淡路島の宿泊者数

計17.8万⼈ ⇒ 19.7万⼈ ⇒20.6万⼈ 計127万⼈ ⇒ 138万⼈ ⇒145万⼈ 計52.1万⼈ ⇒ 56.1万⼈ ⇒59.8万⼈

１． 淡路島観光の現状・課題
（２）首都圏戦略の進捗状況
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淡路島のインバウンド宿泊人員の推移（主要施設）

※2025年は7⽉までの実績を元に推計

8,026

（⼈）

淡路島のインバウンド国別宿泊人員の変遷

7,727

○淡路島を訪問する訪⽇外国⼈は、2025年は2019年⽐ほぼ100％まで回復する⾒込み（主要宿泊施設ヒアリング）
○全国ではアフターコロナにおいては三⼤都市、ゴールデンルート（東京都、神奈川県、静岡県、愛知県、京都府、⼤阪府）に集中する傾向、
地⽅への広がりがない
○淡路島の特徴としては、①関空が強い⾹港の⽐率が⾼い（2024年33％）、②台湾のシェアが拡⼤（2019年９％⇒2024年16％）、
③⽶国のシェアが拡⼤（2019年４％⇒2024年８％）
○今後、アジアのリーディングとしての⾹港・シンガポール、神⼾便就航で拡⼤が
⾒込まれる台湾、さらには⽶国以外の欧州へのアプローチ強化が課題

2019年 2024年

淡路島観光協会調べ

１． 淡路島観光の現状・課題
（３）インバウンド戦略の進捗状況
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１． 淡路島観光の現状・課題
（４）大阪・関西万博、AWAJI島博までの成果と課題

〇万博を訪れるインバウンドが訪れる滞在先は、⼤阪・奈良・京都に集中

〇島内観光事業者のインバウンド・⾸都圏観光客を意識したコンテンツ
開発・受け⼊れ体制整備を⾏ったことは⼤きな成果
・京阪神で⼗分 グローバル化が必須（意識改⾰）

〇京阪神以外に売り込むコンテンツ（特に体験コンテンツ）のベースの
企画・開発・造成が⼀定進む。
・２年前のDCの「兵庫テロワール旅」の基本⽅針に則って、SDGsを
軸に開発を進めてきた
・淡路地域では、島博コンテンツとして独⾃の94の体験型観光プロ
グラムの開発・販売まで広げることができた
・⼀⽅で、コンテンツの磨き上げ（インバウンドを含む満⾜度アップ・
快適性）はまだまだ不⾜

〇インバウンド多⾔語対応はあまり進んでいない
・現状では、通訳ガイド同⾏の超富裕層しか誘客出来ない
・今年度より、淡路島観光協会にて全島ガイド育成事業を開始

〇東京を中⼼としたDMCとの⼈脈・関係作り等はベースは出来つつある
・現地視察（FAM等）はまだまだ不⾜

DXマガジンより
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１． 淡路島観光の現状・課題
（５）花みどりフェア・AWAJI島博2025のレガシーの継承・発展

○ジャパンフローラ2000（淡路花博）から５年ごとに開催してきた花みどりフェアは、25年の節⽬をもって終了したが、「エネルギー、
農と⾷、暮らしの持続」をめざす「⼈と⾃然の共⽣」の取組みを、国内外に発信する新たな仕掛けが必要
○AWAJI島博2025では、ひょうごDC、さらには万博を機に開発されたひょうごフィールドパビリオンをはじめ、独⾃の94の体験型観光
プログラムを開発・販売。
○島内の宿泊・飲⾷・体験プログラムを周遊を促すデジタルスタンプラリーでは4,106⼈が14,846カ所を訪問

３２
プログラム

自然環境
Nature

農・食
Agri.＆Cuisine

２１
プログラム

芸術・地場産業
Art＆Industry

４１
プログラム

世界初の海ホタルショー

淡路島⼿延べそうめん作り

淡路⼈形浄瑠璃ツアー

由良漁協セリ⾒学

・⾃然環境、農・⾷、芸術・⽂化・歴史、地場産業など、地域の魅⼒を体験できるプログラムを展開
・地域産業の振興につながる着地型観光が広がる

＜花みどりフェア2025＞
・39⽇間で69万⼈の来場

⼈と⾃然の共⽣の理念 体験型観光プログラムの広がり（ひょうごフィールドパビリオン・AWAJI島博2025）
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１． 淡路島観光の現状・課題
（６）体験型コンテンツの進化（B2B・B2C展開・収益事業化）

進化の具体的内容

世界初の海ホタルショー

淡路島⼿延べそうめん作り

由良漁協セリ⾒学

現状 進化の⽅向性

・関係・連携強化
・FAMトリップ強化
・ランドオペレーターとして
⼿配・精算をすることで、
収益事業化
・プランの組合せ、アレンジ

DMC

・ビアター等欧⽶豪に強いサ
イトに登録
・在庫登録推進
・事業所完結型を推進
・収益確保

体験型グローバルOTA

・HP内での全プランの多⾔語化
観光協会HP

・ネットワーキングイベン
ト（東京）
・定期的タリフ配布
・FAMトリップ
・収益無し

DMC

・KKDAYに⼀部プラン登録
（台湾・⾹港等）
・アクティビティジャパン
に⼀部プラン登録

（国内がメイン）

体験型グローバルOTA

・⼀部プランを英語展開
観光協会HP

B2B

B2C
淡路⼈形浄瑠璃ツアー

○2025年度までに基礎を築いた体験型コンテンツを武器にインバウンド（特にモダンラグジュアリー層）の誘客を強化していく
○そのため、淡路島観光協会において、①DMCを介した誘客強化、DMOとしてランドオペレーターの進化を進め収益事業化、②体験
型グローバルOTAへの本格参画、③コンテンツの磨き上げ（満⾜度アップ・快適性）といった体験型コンテンツの進化を図る
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２．ネクストフェーズでの新たな視点

（１）関西・瀬戸内をつなぐ結節点としての淡路島①

神⼾市

15%

関⻄空港

14%

京都市

10%

⾹川県

11%

⼤阪市

9%

奈良県

9%

その他

32%

5.6%

11.1%

22.2%

55.6%

61.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

その他

京都

来⽇後、空港から直接

⼤阪

神⼾

訪日外国人旅行者・淡路島訪問前後の訪問地（その１）

訪日外国人旅行者・淡路島訪問前後の訪問地（その２）

○淡路島を訪問する訪⽇外国⼈は、関⻄の観光地を経由する者が多いものの、関空からのファーストデスティネーションが１〜２割存在
○淡路島訪問後は、中国・四国への流れが３割程度みられ、観光事業者へのアンケート結果では意識されていない瀬⼾内周遊の流れが存在

（出典）観光庁「インバウンド消費動向調査（2024年4ｰ12月）」を加工

淡路島訪問前の
訪問地

淡路島訪問後
の訪問地

（出典）県観光振興課「県内観光事業者アンケート調査」2025.5～6 n=367

Q どこからあなたの地域を訪れることが多いですか（複数回答） Q あなたの地域を訪れた後、どこへ向かう⽅が多いですか（複数回答））
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延べ外国⼈宿泊者数 （単位：⼈泊）

都道府県別 2019年 2024年 対⽐

京都府 12,025,050 16,938,020 141%

⼤阪府 17,926,170 25,393,930 142%

⼩計 29,951,220 42,331,950 141%

兵庫県 1,366,850 1,505,800 110%

岡⼭県 486,600 514,000 106%

広島県 1,322,280 1,958,170 148%

⼭⼝県 104,360 125,530 120%

徳島県 133,560 173,660 130%

⾹川県 771,730 906,740 117%

愛媛県 216,270 452,210 209%

⼩計 4,401,650 5,636,110 128%

合計 34,352,870 47,968,060 140%

出典：観光庁 宿泊統計調査

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

京都府 ⼤阪府 兵庫県 岡⼭県 広島県 ⼭⼝県 徳島県 ⾹川県 愛媛県

都道府県別インバウンド宿泊者数

2019年 2024年

２．ネクストフェーズでの新たな視点

（１）関西・瀬戸内をつなぐ結節点としての淡路島②

○淡路島は、関⻄（京都・⼤阪を中⼼に4,230万⼈泊）、瀬⼾内（瀬⼾内７県で563万⼈泊）の取り込みを狙える⽴地

10



Hyogo Prefecture

２．ネクストフェーズでの新たな視点
（２）京都・大阪からのアーバンリゾートとしての地位の確立

〇東京では、都内の⻑期滞在中（後）、アーバンリゾートとしての地位が確⽴している箱根・富⼠五湖・⽇光等にイン
バウンドが⼤挙訪れている。
〇京都・⼤阪近郊では東京近辺に⽐べ、アーバンリゾートが不明確であり、いち早く淡路島がその地位を確⽴が必要。

観光地セクション別統計（2023/1/1〜2023/12/31）：ジャパンガイドより

★

★

★
★
★

⽇本の⼈気（アクセス数）ベスト10の内、5つが東京近郊

⽇本の⼈気（アクセス数）ベスト20の内、京都・⼤阪近郊
の観光地は⾼野⼭のみ

⾼野⼭
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⾼松空港

徳島空港

424万人

国際線

47万人

702万人

国際線

195万人

神⼾空港

2025(予）
2030(予）

2024

2024

関⻄空港

3171万人

国際線

2499万人

2024

R9年度末
自転車道開通

大鳴門橋

ソウル 14便/週

上海 ４便/週

香港 ７便/週

台北 ７便/週

台中 ５便/週

ソウル 14便/週

上海 ７便/週

南京 ７便/週

台北 ５便/週

台中 ７便/週

ソウル ３便/週

香港 ３便/週

○神⼾空港は、国際化初年度に現在の⾼松空港国際線と同規模まで拡⼤、2030年頃の国際線定期便就航時には195万⼈の国際旅客を⾒込む
○最寄り国際空港（神⼾・徳島・⾼松）における250万⼈超の国際旅客の出現は、瀬⼾内周遊のデスティネーションとしての淡路島の存在
を知らしめる好機
○さらに、⼤鳴⾨橋⾃転⾞道開通（R9年度末）により、淡路島を結節点とした瀬⼾内周遊の拡⼤も期待

３． 2030年に向け、新たな展開の方向性
（１）神戸空港国際化、大鳴門橋自転車道の開通
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〇関⻄国際空港の増便や神⼾空港国際化を踏まえた京都・⼤阪のアーバンリゾートとしての地位の確⽴
〇東せとうち周遊ルートの確⽴、⼤鳴⾨橋⾃転⾞道開通を契機とした交流拡⼤
○関⻄・瀬⼾内の結節点となる淡路島の特性を最⼤限に発揮する「⼆軸戦略」を明確化し、インバウンドの新たな⼈流を興し、淡路島を
ゴールデンルートのゲートウェイに

淡路島を新たなゴールデンルート「せとうち」
のゲートウェイに

〇 京都・大阪からのアーバンリゾートとしての地位の確立

〇 神戸空港国際化、発着便数の増加を踏まえた、農・食・観光の一体的振興

関 ⻄

〇 芸術・文化をテーマとした連携による欧米を中心とした誘客

〇 東せとうち周遊ルートの確立

〇 大鳴門橋自転車道開通を機とした「アワイチからセトイチ」への拡大

瀬⼾内

京都・大阪からのアーバンリゾートとしての
地位確立を

３． 2030年に向け、新たな展開の方向性
（２）関西・瀬戸内の結節点である淡路島の特性を活かした「二軸戦略」の展開
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⽅向性

淡路島には500年の歴史を誇る淡路⼈形浄瑠璃や世界的に著名な安藤建築のほか、AWAJIアートサーカ
ス、地場産業の⽡、線⾹など、⽂化・芸術・産業にかかる島内既存コンテンツやイベントが豊富にある
ことから、瀬⼾内エリアの世界的コンテンツである芸術（瀬⼾内国際芸術祭など）を軸に、せとうち
ＤＭＯや神⼾市との広域連携を図り、島内の様々な芸術・⽂化資源を活かした新たな観光振興策を展開
する

瀬⼾内エリアと連携した周遊を促進する取組を展開

施策展開

施策項⽬

誘客促進
・芸術・⽂化の魅⼒発信イベントの開催
（⼤鳴⾨橋⾃転⾞道開通を記念した「淡路島国際芸術祭（仮称）」など

・関空や神⼾空港、中国・四国の空港を活⽤した東せとうちを周遊するツ
アーの造成

受⼊基盤整備
・芸術・⽂化作品、イベント等の開発・磨き上げ
・⾃転⾞やクルーズ船等を活⽤した新たな交通の創設や拡充
・島外からの交通アクセスや島内移動⼿段の充実・確保
・インバウンド対応のための多⾔語化

芸術の⼈材育成
・教育機関や⺠間企業と世界的アーティストとの連携による芸術・⽂化の
⼈材育成

・伝統芸能の継承・発展の仕組みづくり

４．具体的施策案
（１） 瀬戸内との連携（芸術・文化を活かした周遊促進）
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Hyogo Prefecture

⽅向性

関⻄国際空港の増便や神⼾空港国際化を契機に増加するインバウンドや⾸都圏層をターゲットに、農産
物や海産物など豊富な⾷材の宝庫である「世界⼀の⾷の島を⽬指す淡路島」と、地産地消の推進や都市
地域での農業体験などを打ち出す「⾷都神⼾」が連携し、「⾷」を活かしたインバウンド等誘客策を展
開する

世界に誇る⾷のエリアを活かした「農・⾷・観光」の⼀体的振興

施策展開

施策項⽬

ブランド価値向上
・世界的なクライテリアの獲得によるブランド化
・魅⼒ある⾷⽂化のストーリー化
・ブランド⾷材の認知拡⼤

誘客促進
（主にインバウンド）

・世界に遡求できるツールの活⽤
・⾷の魅⼒発信イベント開催

受⼊基盤整備

・⾷の観光体験プログラム（フードツアー）の開発・磨き上げ
・ブランド⾷材を利⽤した料理・⼟産品等の開発
・⾷の拠点施設や空き家等を活⽤した質の⾼い飲⾷店の集積
・島外からの交通アクセスや島内移動⼿段の充実・確保
・インバウンド対応のための多⾔語化・⾷⽂化の理解

⾷の⼈材育成 ・教育機関や⺠間調理学校等と世界的シェフとの連携による⾷の⼈材育成
・地元⾷材による創作料理コンテストなど進化し続ける仕組みづくり

４．具体的施策案
（２） 関西圏との連携（農・食・観光の一体的振興）
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Hyogo Prefecture

４．具体的施策案
（３） 交通網の整備・充実（高速バスのオープンドア化・航路・空路の充実）

関⻄・瀬⼾内エリアをつなぐ淡路島の⽴地の特性を最⼤限に⽣かしたゴールデンルートのゲートウェイとして、
関⻄、瀬⼾内、⾸都圏など遠⽅から訪れるインバウンド等が、⾞以外の移動⼿段でも快適に淡路島を訪れ周遊
できるよう、⾼速バスのオープンドア化をはじめ、空港や海上などからのアクセス⼿段の充実・確保を図る
また、並⾏して交通のキャッシュレス化、Uberタクシー、レンタカー、カーシェア、⾃動運転バスの導⼊・推

進を図る 交通利便性の向上に向けた取組を推進

⽅向性

施策展開

施策項⽬

誘客促進
・京都、⼤阪〜四国を結ぶ⾼速バスや⼤型クルーズ船の寄港を活⽤した周遊ツアー
の開発
・超富裕層やモダンラグジュアリー層に向けた「空⾶ぶクルマ」（当⾯はヘ
リ）やスーパーヨットを活⽤した「せとうちの島々ホッピングツアー」の造成

受⼊基盤整備

・淡路島MaaSの推進(ﾊﾞｽ停の利⽤環境の向上、⾼速ﾊﾞｽｵｰﾌﾟﾝﾄﾞｱ化の推進、ﾊﾞｽ
の電⼦決済化、buSmoの機能向上、観光地周遊ｼｬﾄﾙﾊﾞｽの運⾏など周遊ｱｸｾｽの確⽴)
・【関空〜《航路》〜洲本〜《バス（オニオンバス）》〜徳島空港〜徳島駅〜四国
内移動】ルートの確⽴
・「空⾶ぶクルマ」にも対応したヘリポートや、スーパーヨット、クルーズ船な
どが停泊可能な港の整備
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関空

徳島AP

①

②

松⼭

⾼松

徳島

神⼾AP

３． 2030年に向け、新たな展開の方向性
（３）-2 交通網の整備・充実（高速バスのオープンドア化・航路・空路の充実）参考資料

⾼知
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Hyogo Prefecture

5． ２０３０年を見据えた新たな観光戦略の展開（案）

１ 瀬⼾内エリアとの連携による芸術・⽂化を活かした周遊促進

○世界的なコンテンツである瀬⼾内国際芸術祭との協働した
淡路島が誇る芸術・⽂化、伝統芸能などを体験できる国際
的な祭典を開催
○⼤鳴⾨橋⾃転⾞道開通の記念イベントとすることで、広域
⾃転⾞ルート「セトイチ」構想の実現を盛り上げ

２ 関⻄との連携による世界に誇る⾷のエリアを活かした｢農･⾷･観光｣の⼀体的振興

○神⼾空港国際化等を契機に「⾷都神⼾」と「世界⼀の⾷の島」
をめざす神⼾・淡路の豊かな⾷の資源を活かしたインバウン
ド等の誘客を拡⼤

○⾷のエリアとしての世界的なブランド価値の向上、⾷の観光
プログラム開発、⾷を⽀える⼈材育成など受⼊基盤を整備

３ 淡路島観光MaaSの推進
○神⼾、⼤阪、京都、四国のストレスフリーな移動利便性の
向上を図るため、公共交通網の整備や電⼦決済化などを推進
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